
一
、
は
じ
め
に
―
『
新
科
学
的
』
創
刊
に
至
る
経
緯

雑
誌
『
新
科
学
的
』
は
、
中
河
與
一
（
一
八
九
七
〜
一
九
九
四
）
が
主
催
し
編
集
主
幹
を
務

め
た
同
人
雑
誌
で
あ
る（
1
）。
一
九
三
〇
年
七
月
か
ら
一
九
三
三
年
二
月
ま
で
発
刊
さ
れ
た
。
小

論
は
、
こ
の
三
年
に
満
た
な
い
期
間
に
お
け
る
中
河
の
思
考
を
追
跡
す
る
こ
と
を
さ
さ
や
か
な

目
的
と
し
て
い
る
。

は
じ
め
に
、『
新
科
学
的
』
創
刊
に
至
る
経
緯
を
概
観
し
て
お
き
た
い（
2
）。『
新
科
学
的
』
創

刊
前
年
の
一
九
二
九
年
、
中
河
は
文
壇
を
二
分
し
て
争
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
形
式
主
義
文
学
論
争

で
渦
中
の
人
と
な
っ
て
い
た
。〈
内
容
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
が
形
式
に
優
先
さ
れ
る
〉
と
の
主

張
を
展
開
し
て
い
た
マ
ル
ク
ス
主
義
（
文
学
）
者
に
対
し
、
中
河
は
新
感
覚
派
時
代
の
同
士
横

光
利
一
と
と
も
に
一
貫
し
て
形
式
の
優
位
性
を
主
張
す
る
論
陣
を
張
っ
た
の
で
あ
る
。
中
河
は

同
時
に
、「
生
活
」
の
中
に
潜
む
「
飛
躍
」
を
素
材
と
し
て
物
語
を
創
作
す
る
こ
と
で
、
自
然

主
義
文
学
の
台
頭
以
来
、身
辺
雑
記
に
陥
っ
て
い
た
文
壇
文
学
を
も
超
克
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

た
だ
し
、「
生
活
」
の
中
で
「
飛
躍
」
が
発
生
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
中
河
の
考
え
は
、

論
争
途
中
で
大
き
く
変
化
し
て
い
く
。

形
式
と
は
能
力
で
あ
る
。
飛
躍
で
あ
る
。
飛
躍
で
あ
る
が
故
に
新
鮮
で
あ
る
。
創
造
で
あ

る
。
緊
密
さ
で
あ
る
。
ア
プ
リ
オ
リ
で
は
な
い
。
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
最
も
能
率
的
な

美
で
あ
る
。（
中
略
）
吾
々
が
不
合
理
な
こ
と
に
疑
問
を
起
す
の
は
、
そ
し
て
科
学
が
出

発
す
る
の
は
、又
飛
行
機
を
発
明
し
や
う
と
欲
望
す
る
の
は
―
有
用
性
の
為
め
で
は
な
い
。

何
れ
そ
れ
は
有
用
性
に
一
致
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
未
知
の
世
界
に
対
す

る
大
き
い
欲
望
で
あ
る
。
飛
躍
で
あ
る
／
そ
し
て
形
式
が
付
与
さ
れ
た
時
、
そ
れ
は
或
ひ

は
天
高
く
、
地
上
の
匂
ひ
を
つ
け
て
飛
翔
し
だ
す
の
で
あ
る
。（
中
河
「
形
式
主
義
理
論

の
発
展
」『
文
藝
春
秋
』
一
九
二
九
・
二
、
八
四
頁
。
太
字
は
原
文
の
マ
マ
。）

論
争
当
初
の
段
階
で
は
、
例
え
ば
一
九
二
九
年
二
月
に
発
表
さ
れ
た
右
の
文
章
が
、
小
説
を

合
理
性
・
必
然
性
を
追
求
す
る
機
械
に
喩
え
る
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」＝

機
械
論
的
世
界
観
に
立
脚

し
て
い
る
よ
う
に
、「
飛
躍
」
は
合
理
的
・
必
然
的
に
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
次
第

に「
飛
躍
」は
非
合
理
的
・
偶
然
的
に
生
じ
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

そ
の
最
初
の
契
機
は
、
石
原
純
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
新
学
説
に
就
い
て
」（『
改
造
』
一
九

二
九
・
三
）
が
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
新
学
説
」
を
紹
介
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
中
河
は
、
直
ち
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
言
及
し
た
「
形
式
主
義
に
関
す
る
諸
問
題
―
内
容

主
義
者
へ
の
突
撃
―
」（『
文
藝
都
市
』
一
九
二
九
・
四
）
を
発
表
し
、
ま
た
同
論
を
石
原
純
に

郵
送
す
る
こ
と
で
自
説
に
対
す
る
科
学
的
な
お
墨
付
き
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
。
同
時
に
中
河

は
「
科
学
上
の
テ
ク
ニ
ツ
ク
と
形
式
主
義
」（『
創
作
月
刊
』
一
九
二
九
・
四
）
を
発
表
し
て
、

横
光
利
一
が
「
形
式
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
」（『
創
作
月
刊
』
一
九
二
九
・
三
）
で
主
張
し

た
機
械
論
的
な
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
古
典
物
理
学
と
し
て
そ
の
後
進
性
を
批
判
し
、「
吾
々
は

吾
々
の
文
学
論
を
物
理
学
の
上
に
打
ち
た
て
る
な
ら
ば
、
最
も
新
し
い
学
説
の
上
に
築
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」（
六
八
頁
）
と
、
前
月
ま
で
の
自
身
の
主
張
な
ど
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
も

の
言
い
を
し
て
い
る
。
こ
れ
以
後
、
中
河
は
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」＝

機
械
論
的
世
界
観
に
立
脚
し

た
持
論
を
展
開
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
、
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
相
対
性
理
論
や
量
子
力
学

と
い
っ
た
新
し
い
理
論
物
理
学
登
場
以
前
の
自
然
科
学
・
マ
ル
ク
ス
主
義
科
学
を
「
メ
カ
ニ
ズ

ム
」
と
一
括
し
て
表
象
し
、
他
者
と
し
て
生
産
、
排
斥
し
て
い
く
と
い
う
、
粗
雑
な
レ
ト
リ
ッ

中
河
與
一
の
科
学
的
ロ
マ
ン
主
義

―
―
雑
誌
『
新
科
学
的
』
刊
行
期
間
中
の
思
考
を
め
ぐ
っ
て
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ク
を
用
い
た
議
論
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
る（
3
）。

た
だ
し
、
こ
の
段
階
で
は
い
ま
だ
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
排
斥
の
動
き
と
、
後
の
偶
然
論
に
継
受

さ
れ
る
「
飛
躍
」
の
発
生
に
お
け
る
偶
然
性
の
主
張
と
が
連
動
し
て
い
な
い
。
中
河
が
新
し
い

理
論
物
理
学
の
知
見
を
学
習
し
、
自
身
の
形
式
主
義
論
の
理
論
的
基
盤
の
中
核
に
据
え
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
翌
年
の
一
九
三
〇
年
三
月
頃
で
あ
る
。

現
在
の
物
理
学
に
於
て
は
、
根
本
理
論
と
し
て
の
機
械
的
自
然
観
（
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
は
、

既
に
広
い
事
実
の
説
明
、
正
確
さ
の
為
め
に
は
、
多
く
の
不
都
合
が
生
じ
、
新
し
い
電
磁

観
に
交
代
さ
れ
る
に
至
つ
た
。（
中
略
）（
稿
者
注
、
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
の
）
エ
ネ
ル

ギ
イ
量
子
説
と
は
、「
自
然
が
飛
躍
す
る
」
事
を
認
め
る
も
の
で
あ
つ
て
、
即
ち
、
自
然

の
現
象
が
、
不
連
続
的
に
飛
躍
的
に
、
推
移
す
る
事
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）

ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
「
波
動
力
学
」
に
於
て
も
、
又
「
偶
然
」
が
大
切
な
特
徴
と
な
つ
て

ゐ
て
、
機
械
観
的
力
学
の
必
然
的
理
論
を
明
ら
か
に
一
蹴
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。（
中
河

「
芸
術
派
の
今
後
に
就
て
―
横
光
利
一
氏
へ
の

論
―
」『
読
売
新
聞
』
一
九
三
〇
・
三
、

朝
刊
四
面
）

こ
の
あ
た
り
の
時
点
か
ら
、「
生
活
」
の
中
で
「
飛
躍
」
が
発
生
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
、
よ
う

や
く
「
偶
然
」
と
い
う
因
子
が
入
っ
て
く
る
の
だ
が
、
中
河
が
偶
然
論
と
い
う
形
で
堰
を
切
っ

た
よ
う
に
自
身
の
芸
術
理
論
を
展
開
し
始
め
る
の
は
「
偶
然
の
毛
毬
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一

九
三
五
・
二
・
九
〜
一
一
）
以
降
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
必
然
思
想
と
し
て
の
形
式
主
義
論
を

偶
然
論
へ
と
反
転
さ
せ
る
の
に
、
さ
ら
に
五
年
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。

私
は
数
年
前
「
形
式
主
義
」
と
い
ふ
小
論
を
発
表
し
、
そ
こ
で
は
芸
術
を
一
つ
の
切
り
離

し
た
客
観
と
し
て
の
み
提
出
し
た
。
だ
が
そ
の
中
で
「
飛
躍
」
と
い
ふ
言
葉
を
無
解
決
に

残
し
た
。
今
あ
の
一
文
を
回
顧
し
て
、
あ
の
時
代
の
「
飛
躍
」
を
埋
め
る
部
分
こ
そ
、
今

日
の
偶
然
論
で
あ
る
こ
と
に
思
ひ
至
つ
て
ゐ
る
。（
中
河
「
偶
然
文
芸
論
」『
偶
然
と
文
学
』

第
一
書
房
、
一
九
三
五
・
一
〇
、
六
九
頁
）

五
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
で
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
中
河
の
形
式
主
義
論
が
「
無
解
決
」

の
ま
ま
に
し
た
「「
飛
躍
」
を
埋
め
る
」
と
い
う
作
業
の
先
に
、
偶
然
論
は
生
成
さ
れ
て
く
る

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
「「
飛
躍
」
を
埋
め
る
」
と
い
う
作
業
を
行
う
実
験
室
と
し
て
中

河
が
設
け
た
の
が
、「
唯
物
論
的
な
文
学
論
（
稿
者
注
、
形
式
主
義
論
）
の
完
成
」（「
編
集
後

記
」『
新
科
学
的
』
一
九
三
一
・
四
、
九
九
頁
）
を
目
的
と
し
た
雑
誌
『
新
科
学
的
』
だ
っ
た
。

も
っ
と
も
『
新
科
学
的
』
誌
上
に
限
ら
ず
、『
新
科
学
的
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
三
年
弱
の
期

間
に
、
中
河
は
芸
術
理
論
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
発
言
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
期

間
の
中
河
の
思
考
を
画
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
は
ま
ず
、
散
発
的
に
な
さ
れ
た
「
悲
劇
」
に
ま
つ
わ
る
中
河
の
発
言
を
拾
い
集

め
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
み
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
発
言
の
中
で
、
常
に
批
判
的
に

言
及
さ
れ
て
い
た
伊
藤
整
の
新
心
理
主
義
文
学
の
主
張
、
及
び
そ
れ
へ
の
保
田
與
重
郎
の
批
判

を
、
そ
れ
ぞ
れ
概
観
す
る
。
そ
う
し
た
作
業
を
経
て
、
最
終
的
に
中
河
の
「
科
学
的
ロ
マ
ン
主

義
」
と
い
う
思
考
の
輪
郭
を
素
描
し
た
い
。
次
節
で
は
ま
ず
、『
新
科
学
的
』
の
概
要
を
簡
単

に
示
し
て
お
く
。

二
、『
新
科
学
的
』
概
要

『
新
科
学
的
』
は
、
一
九
三
〇
年
七
月
に
創
刊
し
、
一
九
三
三
年
二
月
に
終
刊
し
て
い
る
。

第
一
巻
第
一
号
か
ら
第
四
巻
第
二
号
ま
で
、
通
巻
三
二
号
ま
で
刊
行
さ
れ
た
月
刊
誌
で
あ
り
、

終
刊
号
ま
で
一
月
も
休
む
こ
と
な
く
刊
行
さ
れ
た
。
編
集
兼
発
行
人
は
近
重
憲
太
郎
。
発
行
所

は
通
巻
一
七
号
（
一
九
三
一
・
一
一
）
ま
で
紀
伊
国
屋
書
店
、
そ
の
後
は
終
刊
号
ま
で
印
刷
所

（
文
友
社
）
内
に
置
か
れ
た
新
科
学
的
社
で
あ
る
。
雑
誌
の
発
案
者
で
あ
り
編
集
主
幹
を
務
め

た
の
は
中
河
與
一
で
あ
る
。

創
刊
号
の
編
集
後
記
に
当
た
る
「
設
計
余
滴
」
に
、「
こ
の
雑
誌
は
同
人
組
織
で
は
な
い
。

科
学
的
な
方
向
に
於
て
常
に
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
発
展
し
て
ゆ
き
た
い
。／
今
月
号
は
医
学
博
士
、

浦
本
浦
二
郎
（
稿
者
注
、
目
次
に
浦
本
浙
潮
と
あ
る
こ
と
か
ら
浦
本
政
三
郎
が
正
し
い
）
氏
に

原
稿
を
い
た
だ
い
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
初
は
文
学
者
に
よ
る
同
人
組
織
を
採
用
せ
ず
、
通

巻
五
号
ま
で
浦
本
浙
潮
や
石
原
純
ら
科
学
者
に
よ
る
科
学
論
文
を
掲
載
す
る
な
ど
、
執
筆
者
を

文
学
者
に
限
定
さ
せ
な
い
努
力
が
見
ら
れ
た
が
、
通
巻
一
一
号
（
一
九
三
一
・
五
）
よ
り
同
人

組
織
が
採
ら
れ
た
。
当
初
の
同
人
は
、
伊
藤
整
、
旗
窓
一
郎
、
十
和
田
操
、
奥
村
五
十
嵐
、
上

林
暁
、
金
谷
完
治
、
中
島
直
人
、
安
田
義
一
、
山
下
三
郎
、
丸
岡
明
、
福
田
清
人
、
近
藤
一
郎
、

竹
中
久
七
、
雨
宮
力
、
榊
山
潤
、
佐
々
木
英
夫
、
北
林
透
馬
、
庄
野
誠
一
、
積
亮
一
、
及
び
中

河
與
一
の
二
〇
名
で
あ
る
。
文
学
史
上
著
名
な
人
物
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
当
時
は
い
ず
れ
も

無
名
に
等
し
い
若
手
の
新
人
で
あ
り
、『
新
作
家
』、
三
田
系
の
『
葡
萄
園
』『
素
質
』、
早
稲
田

系
の
『
文
学
党
員
』
な
ど
の
同
人
誌
か
ら
参
加
し
た
。

雑
誌
の
構
成
と
し
て
は
、「
小
説
」
・
「
新
科
学
的
ト
ピ
ッ
ク
」
・
「
随
筆
」
・
「
評
論
」

の
各
欄
を
基
本
と
し
、
こ
の
形
は
概
ね
終
刊
号
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
通
巻
一
二
号
（
一
九

三
一
・
六
）
で
特
集
「
答
案
・
新
し
い
文
学
と
は
」、
通
巻
一
五
号
（
一
九
三
一
・
九
）
で
特

集
「
新
し
き
文
学
の
方
法
に
つ
い
て
」
が
組
ま
れ
た
他
、
通
巻
二
〇
号
（
一
九
三
二
・
二
）
が

「
科
学
的
ロ
マ
ン
主
義
研
究
号
」（
中
河
は
こ
こ
で
も
ま
と
ま
っ
た
発
言
を
行
っ
て
い
な
い
）

と
さ
れ
た
以
外
は
、
目
立
っ
た
動
き
は
な
い
。

中
河
は
『
新
科
学
的
』
創
刊
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、「
創
刊
号
は
六
月
初
め
に
思
ひ
つ
い

黒 田 俊太郎

―２１１―



て
六
月
の
十
日
ま
で
に
原
稿
を
集
め
た
。
執
筆
者
が
皆
、
興
奮
し
て
こ
の
設
計
に
参
加
し
て
く

れ
た
」（「
設
計
余
滴
」『
新
科
学
的
』
一
九
三
〇
・
七
）
と
語
っ
て
い
る
。
神
の
啓
示
の
よ
う

に
〈
新
科
学
的
〉
と
い
う
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
中
河
は
、
そ
の
翌
月
に
は
『
新
科
学

的
』
を
創
刊
す
る
と
と
も
に
、「
新
興
芸
術
派
の
勝
利
と
危
機
」（『
新
潮
』
一
九
三
〇
・
七
）

を
発
表
し
て
形
式
主
義
文
学
論
争
に
お
け
る
一
方
的
な
勝
利
宣
言
を
行
い
、
論
争
か
ら
離
脱
し

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

さ
ぞ
か
し
旺
盛
な
執
筆
活
動
を
『
新
科
学
的
』
誌
上
で
行
っ
た
の
か
と
思
い
き
や
、
中
河
は

『
新
科
学
的
』誌
上
に
小
説
を
一
編
も
発
表
し
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
他
の
商
業
誌
に
は
、『
新

科
学
的
』
刊
行
期
間
中
に
二
九
編（
4
）、
す
な
わ
ち
月
に
約
一
編
と
い
う
ペ
ー
ス
で
コ
ン
ス
タ
ン

ト
に
小
説
を
発
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

中
河
が『
新
科
学
的
』誌
上
に
小
説
を
書
か
な
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、
通
巻
六
号（
一

九
三
〇
・
一
二
）
の
編
集
後
記
で
中
河
が
「
原
稿
が
何
時
も
溢
れ
て
し
ま
つ
て
、
今
月
も
自
分

は
執
筆
を
遠
慮
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
執
筆
意
欲
旺
盛
な
新
人
の
実
験
的
な
小
説
や

評
論
な
ど
の
原
稿
が『
新
科
学
的
』に
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
環
境
的
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

同
人
組
織
が
採
ら
れ
た
通
巻
一
一
号
（
一
九
三
一
・
五
）
の
編
集
後
記
で
も
「
自
分
は
雑
誌
の

為
め
に
は
い
ゝ
後
盾
で
あ
り
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
自
身
の
〈
新
科
学
的
〉
と
い
う

発
想
の
も
と
に
参
集
し
て
く
れ
た
同
人
た
ち
に
、
発
表
の
場
を
提
供
す
る
と
い
う
役
回
り
に
徹

し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
通
巻
一
四
号（
一
九
三
一
・
八
）の
編
集
後
記
で「
非
常
に
地
道
に
少
し
づ
ゝ

部
数
が
増
加
し
て
ゆ
く
。
こ
の
向
き
な
ら
今
年
一
杯
位
に
は
何
と
か
経
済
的
な
基
礎
が
出
来
さ

う
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
創
刊
か
ら
一
年
を
経
て
も
雑
誌
は
赤
字
体
質
を
脱
却
で

き
ず
に
あ
っ
た
。
損
失
は
中
河
の
持
ち
出
し
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
中
河
が
商
業
誌
ば
か
り

に
小
説
を
書
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
理
由
も
、
推
し
て
量
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
環
境
的
・
経
済
的
理
由
か
ら
、
中
河
が
小
説
を
『
新
科
学
的
』
誌
上

に
発
表
し
な
か
っ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、「
唯
物
論
的
な
文
学
論
の
完
成
」
を
目
指

し
て
創
刊
し
た
『
新
科
学
的
』
誌
上
で
、
中
河
が
自
身
の
形
式
主
義
論
を
深
化
さ
せ
る
よ
う
な

言
論
活
動
を
殆
ど
全
く
行
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
す
な
わ
ち
、
見
開
き

一
頁
程
度
の
随
筆
や
「
空
・
陸
・
海
」（5
）と
題
す
る
六
号
雑
記
を
、
創
刊
号
か
ら
終
刊
号
ま
で

断
続
的
に
執
筆
し
た
程
度
で
あ
り
、
芸
術
理
論
に
関
し
て
は
、『
新
科
学
的
』
の
外
部
で
も
、

ま
と
ま
っ
た
発
言
を
行
っ
て
は
い
な
い
。

次
節
で
は
、『
新
科
学
的
』
内
外
に
お
け
る
中
河
の
断
片
的
な
発
言
を
拾
い
上
げ
、
そ
れ
ら

を
具
体
的
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
き
た
い
。

三
、
古
典
・
悲
劇
・
美
の
回
復

ま
ず
参
照
し
た
い
の
は
、
形
式
主
義
文
学
論
争
終
了
後
、
一
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
た

頃
に
発
表
さ
れ
た
、「
文
芸
時
評
（
一
）
新
し
い
悲
劇
の
発
見
」（『
時
事
新
報
』
一
九
三
一
・

四
・
三
、
四
面
）
で
あ
る
。
中
河
は
こ
こ
で
、「
文
学
の
仕
事
」
を
「
人
々
の
感
情
を
新
鮮
に

刺
激
す
る
事
」と
定
位
し
、
同
時
代
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
も
新
興
芸
術
派
の
文
学
も
皆
、「
面

白
い
事
」
を
ね
ら
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
う
し
た
試
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
次
第
に
力
の
な

い
軽
薄
な
も
の
に
な
ら
う
と
し
て
ゐ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
大
き
い
文
学
」

へ
と
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
不
可
欠
だ
が
、「
現
代
の
小
説
」
に
欠
落
し
て
い
る
要
素
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

自
分
は
現
代
の
小
説
に
欠
け
て
ゐ
る
も
の
は
「
悲
し
み
」
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
総
て
古

典
の
美
し
さ
は
悲
劇
で
あ
る
。
自
分
は
古
い
も
の
を
読
む
と
何
時
も
悲
し
さ
に
心
を
打
た

れ
る
。／
心
を
打
つ
新
し
い
悲
劇
―
こ
れ
が
現
代
の
小
説
に
於
て
は
最
も
欠
乏
し
て
ゐ
る
。

こ
う
し
た
主
張
の
中
に
は
、
中
河
独
特
の
思
考
方
法
上
の
い
く
つ
か
の
飛
躍
が
畳
み
込
ま
れ

て
い
る
。
第
一
に
、〈
古
典
文
学
／
現
代
文
学
〉
と
い
う
よ
う
な
時
代
・
地
域
区
分
上
の
飛
躍

で
あ
り
、
第
二
に
、
そ
れ
ら
を
峻
別
す
る
要
素
を
「
悲
劇
」
の
有
無
と
す
る
よ
う
な
そ
れ
で
あ

る
。〈

現
代
文
学
〉
の
内
実
が
、
先
述
し
た
よ
う
な
同
時
代
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
や
新
興
芸
術

派
の
文
学
と
い
っ
た
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
一
方
、〈
古
典
文
学
〉
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
時

代
や
地
域
に
関
わ
る
圏
域
は
極
め
て
曖
昧
な
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、〈
古
典
文

学
〉
一
般
が
共
通
し
て
保
有
す
る
性
質
と
し
て
の
「
悲
し
み
」「
悲
劇
」
と
い
う
こ
と
が
経
験

的
に
抽
出
さ
れ
、「
悲
劇
」
を
胚
胎
し
た
全
て
の
〈
古
典
文
学
〉
に
は
そ
れ
ゆ
え
に
「
美
し
さ
」

が
包
蔵
さ
れ
て
い
る
と
す
る
普
遍
化
の
主
張
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
〈
悲
劇
は
常
に
美
を

内
包
す
る
〉
と
い
う
命
題
の
証
明
が
や
は
り
当
然
の
ご
と
く
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、〈
現
代
文

学
〉
が
忘
れ
た
「
悲
劇
」
を
再
び
取
り
戻
す
こ
と
で
、〈
現
代
文
学
〉
に
最
も
欠
乏
し
た
要
素

と
し
て
の
「
美
」
の
回
復
が
目
指
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ひ
い
て
は
「
大
き
い
文
学

の
産
出
」
に
連
続
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
そ
こ
に
持
ち
来
る
べ
き
は
、「
古
典
」
が
保
有
し
て
い
た
既
存
の
「
悲
劇
」
で

は
な
く
、「
現
代
」
版
の
「
新
し
い
悲
劇
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
が
、〈
現
代
文
学
〉

が
抱
え
る
ア
ポ
リ
ア
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
は
存
在
し
て
い
た
―
そ
し
て
現
在
は
見
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
、「
美
し

さ
」
と
い
う
価
値
を
、
文
学
と
い
う
美
的
表
象
作
用
に
よ
っ
て
再
起
さ
せ
、「
大
き
い
文
学
」
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を
創
造
さ
せ
よ
う
と
主
張
す
る
中
河
の
所
作
が
、
ロ
マ
ン
主
義
の
典
型
的
な
そ
れ
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い（
6
）。
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
、『
新
科
学
的
』
通
巻
二
〇
号
（
一
九
三
二
・

二
）
は
「
科
学
的
ロ
マ
ン
主
義
研
究
号
」
と
さ
れ
る
の
だ
が
、
一
九
三
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け

て
の
中
河
は
、〈
科
学
と
ロ
マ
ン
〉
が
交
差
す
る
地
点
を
探
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
思
考
が
出
発
す
る
地
点
に
、
前
述
し
た
よ
う
な
、
古
典
・
悲
劇
、
そ
し

て
美
の
回
復
と
い
う
三
位
一
体
の
理
念
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は

こ
こ
に
、
中
河
の
発
想
に
お
け
る
決
定
的
な
転
換
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
形

式
主
義
文
学
論
争
時
の
中
河
は
、小
説
の
内
容
よ
り
も
そ
の
内
容
を
伝
え
る
形
式
の
重
要
性
を
、

プ
レ
ハ
ノ
フ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
思
想
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

相
対
性
理
論
・
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
不
確
定
性
原
理
な
ど
、
様
々
な
思
想
を
援
用
な
が
ら
力
説

す
る
紋
切
り
型
の
主
張
に
陥
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
中
河
の
議
論
が
こ
こ
で
、「
美
し
さ
」
と

い
う
価
値＝

内
容
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た

発
想
の
転
換
は
、
こ
れ
ま
で
の
形
式
を
凝
ら
し
た
実
験
的
・
前
衛
的
な
短
編
小
説
を
書
く
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
、「
美
」
を
胚
胎
し
た
「
大
き
い
文
学
」
を
創
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
巨
視

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
（
目
的
）
が
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
端
的
に
現
れ
て
い

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
目
的
論
的
な
方
向
性
は
、
戦
時
下
に
お
い
て
、
献
身
の
精
神

＝

全
体
主
義
思
想
を
「
恋
愛
小
説
」
に
よ
っ
て
人
々
の
心
の
内
奥
に
浸
透
さ
せ
よ
う
と
す
る
と

こ
ろ
ま
で
亢
進
し
て
い
く
の
だ
が
（
中
河
「
恋
愛
小
説
に
つ
い
て
」『
全
体
主
義
の
構
想
』
作

品
社
、
一
九
三
九
・
二
）、
こ
こ
で
は
深
く
言
及
し
な
い
。

次
節
で
は
、
中
河
が
「
悲
劇
」
に
言
及
し
た
も
う
一
つ
の
文
章
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
中
河

に
お
け
る
「
悲
劇
」
の
問
題
の
内
実
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
を
加
え
た
い
。

四
、「
大
き
い
文
学
」
と
「
長
い
小
説
」

続
い
て
参
照
す
る
の
は
、「
悲
劇
（
上
）」（『
読
売
新
聞
』
一
九
三
一
・
一
〇
・
二
七
、
四
面
）

で
あ
る
。
こ
こ
で
中
河
は
、
先
程
の
よ
う
な
「
大
き
い
文
学
」
と
い
う
表
現
で
は
な
く
、「
自

分
は
ど
う
か
し
て
長
い
小
説
を
書
い
て
み
た
い
」
と
し
、「
長
い
小
説
」
と
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
小
説
家
ヨ
ハ
ン
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
イ
の
『
青
巻
』
が
引
き
合
い
に
出
さ

れ
て
い
る
。
中
河
は
手
沢
本
の
『
青
巻
』
に
つ
い
て
、「
奥
付
を
み
る
と
大
正
十
年
十
月
、
十

二
版
と
し
て
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
天
佑
社
版
『
青
巻
』（
柳
英
彦
翻
訳
）
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。『
青
巻
』
は
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
イ
本
人
を
連
想
さ
せ
る
「
ヨ
ハ
ン
」
と
い
う

学
生
と
そ
の
「
先
生
」
と
の
問
答
形
式
で
展
開
さ
れ
る
。
天
佑
社
版
『
青
巻
』
は
、
全
部
で
三

八
四
頁
あ
り
、
大
部
の
書
物
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、
一
〜
二
頁
ず
つ
の
断
章
か
ら
な
る
た

め
、
一
般
的
に
〈
長
編
小
説
〉
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
先
の
「
自

分
は
ど
う
か
し
て
長
い
小
説
を
書
い
て
み
た
い
」
と
の
文
章
は
、『
青
巻
』
に
対
す
る
「
決
し

て
彼
の
短
編
小
説
の
や
う
に
た
わ
い
の
な
い
も
の
で
は
な
い
」と
の
評
言
の
直
後
に
続
く
た
め
、

中
河
は
『
青
巻
』
を
「
長
い
小
説
」＝

〈
長
編
小
説
〉
と
し
て
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
河
は
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
イ
の
〈
短
編
小
説
／
長
編
小
説
〉
を
比
較
し
、
前
者
を
「
た
わ

い
の
な
い
も
の
」
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
、『
青
巻
』
の
よ
う
な
〈
長
編
小
説
〉
を
、「
彼
が
血

み
ど
ろ
に
戦
つ
た
跡
が
感
ぜ
ら
れ
、
自
分
も
又

う
た
れ
る
感
じ
が
し
た
。
宗
教
的
な
苦
悶
が

多
く
短
文
の
中
に
描
か
れ
て
ゐ
る
が
、
秘
密
と
慷
慨
と
発
見
と
に
満
ち
て
ゐ
る
。
彼
の
真
面
目

な
剛
毅
な
生
活
が
出
て
ゐ
る
」
と
高
く
評
価
す
る
の
で
あ
り
、
中
河
が
書
き
た
い
と
す
る
〈
長

編
小
説
〉
の
イ
メ
ー
ジ
に
そ
れ
は
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

既
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
中
河
は
自
身
が
所
有
し
て
い
る
『
青
巻
』
の
奥
付
を
見
て
、「
十

二
版
」
を
数
え
て
い
る
と
判
断
し
、
そ
の
う
え
で
、「
通
俗
の
本
で
は
な
い
」
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
相
当
よ
ま
れ
」
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
感
銘
を
受
け
て
い
る（
7
）。
す
な
わ
ち
、
内
容
的
に

は
必
ず
し
も
万
人
受
け
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
宗
教
的
な
苦
悶
」「
真
面
目
な
剛
毅

な
生
活
」
と
い
っ
た
素
材
が
扱
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
刷
さ
れ
て
多
く
の
人
に
読

み
つ
が
れ
て
い
く
よ
う
な
「
通
俗
」
性
を
『
青
巻
』
が
持
っ
て
お
り
、
自
身
が
書
く
「
長
い
小

説
」
も
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
通
俗
」
性
を
獲
得
し
た
い
と
、
中
河
が
考
え
て
い
た
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る（
8
）。

さ
て
、「
自
分
は
ど
う
か
し
て
長
い
小
説
を
書
い
て
み
た
い
」に
続
く
部
分
を
見
て
い
こ
う
。

然
し
何
と
し
て
も
わ
か
り
す
ぎ
た
事
は
書
け
な
い
気
が
し
て
、
困
つ
て
し
ま
ふ
。
何
か
通

俗
小
説
の
中
に
わ
か
ら
ぬ
も
の
を
発
見
し
な
い
限
り
ど
う
し
て
も
そ
こ
へ
這
入
つ
て
ゆ
け

な
い
気
が
す
る
。
と
り
わ
け
現
代
の
や
う
な
時
代
に
於
て
は
こ
れ
も
悲
劇
の
一
種
に
ち
が

ひ
な
い
。（
中
河
「
悲
劇
（
上
）」）

中
河
が
「
長
い
小
説
」＝

〈
長
編
小
説
〉
と
「
通
俗
小
説
」
と
を
、
概
念
的
に
近
似
す
る
も

の
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
「
通
俗
小
説
」
に
対
す
る
理
解
は
、
通
俗
小
説
作

家
を
自
認
し
こ
の
時
代
に
複
数
の
通
俗
小
説
論
を
執
筆
し
て
い
た
中
村
武
羅
夫
が
、「
長
編
小

説
―
即
ち
通
俗
小
説
」（「
通
俗
小
説
と
は
何
ん
ぞ
や
？
（
わ
が
通
俗
小
説
論
―
そ
の
二
）」『
新

潮
』
一
九
三
〇
・
二
、
一
九
頁
）
な
ど
と
、「
通
俗
小
説
」
の
必
要
条
件
と
し
て
〈
長
い
〉
と

い
う
こ
と
を
挙
げ
る
よ
う
な
同
時
代
的
認
識
と
も
通
底
す
る
。
し
か
し
中
河
の
場
合
、「
通
俗

小
説
」
が
「
わ
か
り
す
ぎ
た
事
」
に
満
た
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
長
い
小
説
」
は
多
く
の

人
を
魅
了
す
る
「
通
俗
」
性
を
持
ち
つ
つ
「
わ
か
ら
ぬ
も
の
」
を
同
時
に
持
ち
合
わ
せ
た
も
の

だ
と
さ
れ
、
両
者
は
峻
別
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
中
河
は
、「
通
俗
小
説
」
と
概
念
的
に
等
価
な

も
の
と
し
て
当
時
運
用
さ
れ
て
い
た
「
長
編
小
説
」
と
い
う
言
葉
を
回
避
し
、「
長
い
小
説
」

黒 田 俊太郎
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と
い
う
や
や
熟
れ
な
い
術
後
を
敢
え
て
用
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
い
う
「
わ
か
ら
ぬ
も
の
」
と
は
、『
青
巻
』
に
お
い
て
は
「
宗
教
的
な
苦
悶
」
の
こ

と
を
指
す
が
、「
現
代
」
に
お
け
る
「
悲
劇
」
と
は
、
そ
う
し
た
「
宗
教
的
な
苦
悶
」
に
代
替

さ
れ
る
「
わ
か
ら
ぬ
も
の
」
が
見
つ
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
わ
か
ら
ぬ
も
の
」
に
つ
い

て
中
河
は
、「
吾
々
の
芸
術
が
常
に
優
れ
て
ゐ
る
為
め
に
は
、
わ
か
ら
ぬ
も
の
が
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
の
で
は
な
い
。
生
活
の
真
実
が
写
し
だ
さ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
」（「
文

学
と
わ
か
ら
ぬ
も
の
」『
左
手
神
聖
』
第
一
書
房
、
一
九
三
二
・
一
〇
、
一
八
三
頁
）
と
も
説

明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
、「
わ
か
ら
ぬ
も
の
」
不
要
論
の
よ
う
だ
が
、「
生
活
の
真
実
」
に

は
必
ず
「
わ
か
ら
ぬ
も
の
」
が
隠
さ
れ
て
お
り
、「
生
活
の
真
実
」
を
写
せ
ば
自
ず
と
「
わ
か

ら
ぬ
も
の
」
を
描
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
主
張
が
あ
わ
せ
て
な
さ
れ
て
い
た
。

問
題
は
、「
わ
か
ら
ぬ
も
の
」
の
「
発
見
」
に
困
難
さ
を
抱
え
た
〈
現
代
的
悲
劇
〉
を
生
き

る
中
で
、
そ
れ
で
も
な
お
「
新
し
い
悲
劇
」
を
見
つ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
が
、「
文
芸
時

評
（
一
）
新
し
い
悲
劇
の
発
見
」
が
主
張
し
て
い
た
〈
現
代
文
学
〉
が
抱
え
る
ア
ポ
リ
ア
だ
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
ア
ポ
リ
ア
を
超
克
し
た
先
に
見
据
え
ら
れ
て
い
た
「
大
き
い
文
学
」

と
い
う
も
の
が
、
中
河
が
「
書
い
て
み
た
い
」
と
す
る
「
長
い
小
説
」
に
重
な
る
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

五
、〈
現
実＝

真
実
〉
を
再
現
す
る
方
法

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な「
悲
劇
」を
主
題
に
し
た
中
河
の
二
つ
の
文
章
が
、

と
も
に
伊
藤
整
を
主
唱
者
と
す
る
新
心
理
主
義
文
学
に
言
及
し
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
偶
然
で

は
な
い
。
中
河
が
「
わ
か
ら
ぬ
も
の
」
に
到
達
す
る
た
め
に
「
生
活
の
真
実
」
を
写
す
こ
と
を

要
求
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど
参
照
し
た
が
、
中
河
は
こ
の
時
期
、「
生
活
の
事
実
と
し

て
科
学
的
現
実
を
自
然
に
取
り
入
れ
た
文
学
」＝

「
現
実
の
吸
収
を
最
も
進
歩
的
な
部
分
に
於

て
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
を
「
正
統
派
」
の
文
学
と
す
る
な
ど（
9
）、「
生
活
の
真
実
」

「
生
活
の
現
実
」「
科
学
的
現
実
」、
す
な
わ
ち
「
生
活
」
に
潜
む
〈
現
実＝

真
実
〉
を
芸
術
に

取
り
込
む
こ
と
に
情
熱
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
伊
藤
の
新
心
理
主
義
文
学
の

課
題
も
ま
た
、〈
現
実＝

真
実
〉
を
文
学
が
再
現
す
る
方
法
論
の
追
究
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

伊
藤
は
、『
新
科
学
的
』
創
刊
号
に
小
説
を
発
表
し
、
同
誌
が
同
人
組
織
を
採
用
す
る
と
同

人
と
な
っ
た
よ
う
に
、
中
河
の
文
芸
上
の
ス
タ
ン
ス
を
支
持
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
倉
西
聡
に

よ
れ
ば
、
一
九
二
九
〜
三
〇
年
頃
の
伊
藤
は
、「
機
械
主
義
と
し
て
の
メ
カ
ニ
ズ
ム（
稿
者
注
、

倉
西
は
こ
れ
を
形
式
主
義
と
も
換
言
し
て
い
る
）
を
基
盤
と
し
て
、
そ
の
科
学
的
合
理
主
義
へ

の
指
向
性
を
、
フ
ロ
イ
ト
の
理
論
、
つ
い
で
ジ
ョ
イ
ス
の
技
法
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
発

展
」（10
）さ
せ
て
行
く
段
階
に
あ
っ
た
が
、
一
九
三
一
年
六
月
に
伊
藤
が
発
表
し
た
論
文
「
小
説

に
於
け
る
実
験
」
に
は
、「
小
説
に
お
け
る
科
学
性
追
求
へ
の
疑
念
」（11
）の
萠
芽
が
既
に
兆
し
、

こ
れ
以
降
、
理
論
の
修
正
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
く
と
い
う
。
た
だ
し
、
伊
藤
の
新
心
理
主
義

文
学
へ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
関
心
は
、
ま
さ
に
こ
の
頃
よ
り
大
き
く
な
り
、
議
論
の
渦
中
に

伊
藤
は
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、「
悲
劇
」
を
主
題
に
し
た
中
河
の
二
つ
の
文
章
も
「
小

説
に
於
け
る
実
験
」
の
前
後
に
発
表
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

ま
ず
は
、
中
河
の
「
文
芸
時
評
（
一
）
新
し
い
悲
劇
の
発
見
」
に
お
け
る
新
心
理
主
義
文
学

へ
の
言
及
を
見
て
み
よ
う
。

そ
こ
で
一
部
の
作
家
は
ゼ
ー
ム
ス
・
ジ
ヨ
イ
ス
風
の
深
い
心
理
描
写
の
小
説
を
初
め
よ

う
と
し
た
。
然
し
そ
れ
は
現
代
小
説
の
軽
薄
さ
を
救
済
す
る
の
み
で
そ
れ
は
小
説
の
実
験

室
的
役
目
を
持
つ
に
し
て
も
、
決
し
て
そ
れ
は
小
説
と
し
て
の
小
説
の
発
展
と
は
思
は
れ

な
い
。（
中
河
「
文
芸
時
評
（
一
）
新
し
い
悲
劇
の
発
見
」）

こ
こ
で
中
河
は
、
新
心
理
主
義
文
学
が
「
小
説
の
実
験
室
的
役
目
を
持
つ
」
と
し
て
も
、「
決

し
て
そ
れ
は
小
説
と
し
て
の
小
説
の
発
展
と
は
思
は
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、「
大
き

い
文
学
」
へ
と
発
展
し
て
い
く
見
込
み
は
な
い
と
手
厳
し
い
。
伊
藤
の
論
文
「
小
説
に
於
け
る

実
験
」
は
、
こ
の
中
河
の
「
小
説
の
実
験
室
」
と
の
批
判
へ
の
応
答
と
も
見
て
取
る
こ
と
も
で

き
る
が
、
中
河
の
同
文
章
は
、
新
心
理
主
義
文
学
が
〈
現
代
文
学
〉
の
抱
え
る
ア
ポ
リ
ア
の
超

克
の
た
め
に
登
場
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
性
を
踏
ま
え
、
そ
の
意
義
を
一
定
程
度
肯
定
的
に
受

け
止
め
た
も
の
と
い
え
る
。
中
河
は
続
く
「
悲
劇
（
上
）」
で
も
、「
伊
藤
整
君
が
「
意
識
の
流

れ
」
を
提
出
し
て
以
来
、
伊
藤
君
の
評
論
に
対
す
る
評
論
は
殆
ど
完
膚
な
き
ま
で
に
四
方
か
ら

試
み
ら
れ
た
。
／
然
し
「
意
識
の
流
れ
」
は
執
拗
に
一
つ
の
問
題
で
あ
り
、
現
在
の
文
学
の
最

も
大
き
い
関
心
で
あ
る
」
と
、
新
心
理
主
義
文
学
が
集
中
砲
火
を
浴
び
て
い
る
と
い
う
現
象
に

つ
い
て
言
及
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
は
逆
説
的
に
、〈
現
代
文
学
〉
の
最
大
の
関
心
事
で

あ
る〈
現
実＝

真
実
〉と
い
う
問
題
を
上
手
く
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
み
せ
た
証
左
だ
と
す
る
。

で
は
伊
藤
の
新
心
理
主
義
文
学
と
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
要
点
を
、「
方
法

と
し
て
の
〈
意
識
の
流
れ
〉」（『
新
心
理
主
義
文
学
』
厚
生
閣
書
店
、
一
九
三
二
・
四
）
に
沿
っ

て
概
観
し
て
お
こ
う
。

同
論
の
主
眼
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
文
学
が
「
最
も
現
実
に
肉
薄
す
る
芸
術
」
と
な
る
た
め

の
方
法
論
の
追
究
で
あ
る
。
伊
藤
に
よ
れ
ば
、
既
存
の
文
学
は
大
抵
「
話
術
を
基
礎
」
と
す
る

が
、
そ
れ
ら
は
会
話
主
体
の
逐
次
的
描
写
に
よ
っ
て
、「
現
実
」
の
一
部
分
し
か
拾
い
上
げ
て

こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、「
写
真
」
さ
ら
に
は
「
映
画
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
「
現
実
の
全
面

的
投
写
」
を
実
践
す
る
こ
と
と
対
象
的
で
あ
る
。
特
に
、「
映
画
」
は
、「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
」
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と
い
う
心
理
描
写
に
関
わ
る
技
法
（「
外
部
現
象
か
ら
心
理
内
部
へ
の
転
換
、
又
は
心
理
内
に

於
け
る
諸
映
像
の
転
換
」）
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、〈
現
実
へ
の
肉
薄
性
〉
と
い
う
点
で
全
芸
術

の
頂
点
に
君
臨
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、「
映
画
」（
伊
藤
は
普
及
し
始
め
た
ば

か
り
の
ト
ー
キ
ー
を
お
そ
ら
く
想
定
し
て
い
な
い
）
に
は
、「
感
情
と
理
性
の
描
写
に
関
し
て

間
接
的
」
と
い
う
大
き
な
負
の
特
性
も
あ
り
、
そ
う
し
た
マ
イ
ナ
ス
面
を
カ
バ
ー
す
る
芸
術
様

式
と
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が
、
新
心
理
主
義
文
学
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

然
し
な
が
ら
我
々
は
、
こ
の
内
部
と
外
部
の
現
実
を
明
確
に
識
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

あ
る
一
片
の
現
実
か
ら
、
そ
の
現
実
中
に
あ
る
外
部
形
態
と
行
動
を
描
写
す
る
と
共
に
、

そ
の
各
形
態
と
行
動
と
か
ら
の
聯
想
と
し
て
発
生
す
る
空
想
、
記
憶
、
念
願
、
痛
痕
、
歓

喜
、
そ
の
他
限
な
い
心
理
内
の
諸
映
像
を
直
接
に
、
説
話
的
に
で
な
く
発
生
的
に
記
述
し

（
中
略
）
こ
れ
を
心
理
的
な
発
生
状
態
か
ら
直
接
に
文
学
に
表
現
し
、
内
部
現
実
と
外
部

現
実
と
の
精
緻
な
多
彩
な
織
物
を
造
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。（
伊
藤
「
方
法

と
し
て
の
〈
意
識
の
流
れ
〉」）

伊
藤
は
、
世
の
中
に
生
起
す
る
様
々
な
出
来
事
を
「
外
部
現
実
」
と
し
、
そ
れ
に
対
す
る
人

間
の
内
面
を
「
内
部
現
実
」＝

「
意
識
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
ま
る
で
音
楽
に
お
け
る
主
旋
律

と
伴
奏
の
よ
う
な
関
係
性
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
〈
外
部
現
実
／
内
部
現
実
〉
を
発
生

し
た
順
序
で
網
羅
的
に
記
述
す
る
こ
と
で
、「
映
画
」
を
も
上
回
る
〈
現
実
へ
の
肉
薄
性
〉
の

獲
得
が
可
能
だ
と
さ
れ
る
。
伊
藤
は
こ
の
方
法
を
「
同
時
展
開
的
記
述
法
」
と
も
換
言
し
て
い

る
が
、
そ
の
よ
う
な
「
多
元
的
表
現
に
よ
つ
て
詩
を
包
含
す
る
と
共
に
科
学
性
を
獲
得
」
す
る

こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。「
科
学
性
」
を
纏
っ
た
「
詩
」、
す
な
わ
ち
、
伊
藤
な
り
の
〈
科
学
と
ロ

マ
ン
〉
が
交
差
す
る
地
点
の
模
索
が
、
そ
こ
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
わ
か
ら
ぬ
も
の
」
の
発
見
に
支
障
を
来
し
た
〈
現
代
的
悲
劇
〉
の
超
克

を
主
張
し
た
中
河
に
は
、
す
べ
て
の
「
現
実
」
を
記
述
し
う
る
と
す
る
伊
藤
の
方
法
論
は
、
あ

ま
り
に
楽
観
的
も
の
に
映
じ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

六
、
保
田
與
重
郎
の
新
心
理
主
義
文
学
批
判

伊
藤
の
新
心
理
主
義
文
学
の
主
張
に
対
す
る
批
判
は
、
中
河
が
「
殆
ど
完
膚
な
き
ま
で
に
四

方
か
ら
試
み
ら
れ
た
」
と
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
多
方
面
か
ら
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
、
こ

こ
で
は
保
田
與
重
郎
に
よ
る
批
判
を
参
照
し
て
お
き
た
い
。
中
河
と
保
田
は
、
後
に
保
田
が
組

織
す
る
日
本
浪
曼
派
で
合
流
す
る
こ
と
と
な
る
の
だ
が
、
い
ま
だ
駆
け
出
し
の
評
論
家
で
あ
っ

た
保
田
に
よ
る
新
心
理
主
義
文
学
批
判
に
対
し
、
中
河
は
次
の
よ
う
に
応
じ
て
い
る
。

マ
マ

「
コ
ギ
ト
」
の
評
論
家
保
田
與
四
郎
氏
が
「
作
家
的
主
観
、
作
品
的
客
観
」
を
主
張
す

る
は
、
吾
々
の
ロ
マ
ン
主
義
の
「
主
観
を
客
観
に
於
て
統
一
」
す
る
説
と
符
を
合
せ
る
も

の
。（
中
河
「
空
・
陸
・
海
」『
新
科
学
的
』
一
九
三
二
・
一
〇
、
四
八
〜
四
九
頁
）

「
コ
ギ
ト
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
保
田
與
重
郎
が
肥
下
恒
夫
・
田
中
克
己
・
中
島
栄
次

郎
・
松
下
武
雄
ら
と
一
九
三
二
年
三
月
に
創
刊
し
た
雑
誌
『
コ
ギ
ト
』
で
あ
る
。
保
田
は
、
前

年
の
一
九
三
一
年
三
月
に
大
阪
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
同
年
四
月
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
美

術
史
科
に
入
学
し
て
い
た
。「
ぼ
く
は
彼
（
稿
者
注
、
保
田
與
重
郎
）
が
大
阪
の
高
等
学
校
に

ゐ
る
頃
初
め
て
た
よ
り
を
受
取
っ
た
。
彼
は
昭
和
六
年
上
京
し
て
高
円
寺
に
住
み
、
野
方
町
に

移
り
、
昭
和
二
十
年
ま
で
上
落
合
に
住
ん
で
ゐ
た
が
、
最
も
親
し
い
同
士
と
し
て
、
そ
の
文
通

は
百
通
に
及
ん
だ
」（12
）と
の
中
河
の
晩
年
の
回
想
が
正
し
け
れ
ば
、
中
河
と
保
田
の
交
流
は
、

保
田
の
高
等
学
校
時
代（
一
九
二
八
年
四
月
〜
一
九
三
一
年
三
月
）、
す
な
わ
ち
、『
新
科
学
的
』

創
刊
前
後
の
時
期
に
、
保
田
側
か
ら
の
接
触
で
始
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（
13
）。
し
か
も
、
晩
年

に
な
っ
て
も
「
最
も
親
し
い
同
士
」
と
回
想
し
う
る
よ
う
な
極
め
て
良
好
な
関
係
性
が
―
少
な

く
と
も
、
中
河
に
と
っ
て
は
、
そ
し
て
思
想
上
に
お
い
て
は
、
終
生
に
亘
っ
て
築
か
れ
て
い
た

こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
り
、
中
河
か
ら
保
田
へ
と
い
う
、
何
ら
か
の
思
想
上
の
影
響
関
係

が
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る（
14
）。

中
河
が
保
田
の
評
論
に
言
及
し
た
一
九
三
二
年
一
〇
月
の
段
階
で
、保
田
は
評
論
と
し
て「
印

象
批
評
」（『
コ
ギ
ト
』
創
刊
号
、
一
九
三
二
・
三
）
・
「
文
学
と
心
理
学
―
新
心
理
主
義
文
学

派
の
「
意
識
」
批
判
―
」（『
コ
ギ
ト
』
第
三
号
、
一
九
三
二
・
五
）
を
公
に
し
た
の
み
で
あ
っ

た
が
、「
作
家
的
主
観
、
作
品
的
客
観
」
と
い
う
文
言
は
、
い
ず
れ
の
評
論
か
ら
も
見
出
せ
な

い
。
と
は
い
え
、
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
後
者
の
評
論
「
文
学
と
心
理
学
」
に
お
け
る
議
論
を

中
河
は
問
題
に
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
の
だ
が
、
同
論
で
保
田
が
展
開
し
て
い
た
の
が
、
伊

藤
整
の
新
心
理
主
義
文
学
に
対
す
る
批
判
だ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
次
の
様
に
考
へ
る
、
文
学
の
領
域
に
於
て
も
意
識
は
体
験
の
世
界
に
於
け
る

統
一
を
も
と
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
精
神
現
象
が
単
純
な
志
向
関
係
と
し
て
ゞ
な
く
現
実

の
意
識
と
し
て
成
立
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
は
意
識
が
単
な
る
外
的
な
対
象
の
知
覚

で
な
く
、
対
象
の
現
象
の
体
験
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
現
実
の
意
識
た
る
た
め
に
は
、
対

象
と
意
識
と
は
内
部
知
覚
よ
り
体
験
の
世
界
に
統
一
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
／
意
識
は
体

験
の
流
れ
の
統
一
の
中
に
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
初
め
て
文
学
の
内
容
と
な
り
得
る
の

で
あ
る
。（
保
田
「
文
学
と
心
理
学
」）

同
論
が
別
の
箇
所
で
「
作
家
は
現
実
を
表
現
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、〈
現

実
へ
の
肉
薄
性
〉
と
い
う
伊
藤
の
問
題
意
識
を
、
保
田
は
完
全
に
共
有
し
て
い
た
と
さ
え
い
え

る
。
す
な
わ
ち
、
保
田
に
と
っ
て
も
ま
た
、「
作
家
」
に
と
っ
て
の
〈
現
実＝

真
実
〉
と
は
何

か
、
そ
し
て
そ
の
〈
現
実＝

真
実
〉
を
い
か
に
「
表
現
」
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
喫
切
の
課

黒 田 俊太郎
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題
だ
っ
た（
15
）。
た
だ
し
、
伊
藤
が
「
現
実
」
に
肉
薄
す
る
方
法
と
し
て
網
羅
性
と
い
う
こ
と
を

強
調
し
た
の
に
対
し
、
保
田
は
逆
に
、「
作
家
は
省
略
と
飛
躍
の
手
法
を
自
得
せ
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
、「
省
略
と
飛
躍
」
と
を
強
調
し
た
。

こ
の
「
省
略
と
飛
躍
」
と
は
、「
主
観
を
客
観
化
す
る
」
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
の
「
主
観
」

は
、
伊
藤
の
い
う
「
意
識
」
と
同
義
で
あ
り
、
保
田
は
こ
れ
を
「
単
な
る
外
的
な
対
象
の
知
覚
」

と
、
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
込
め
て
言
い
換
え
る
。
そ
し
て
、
文
学
の
素
材
と
し
て
伊
藤
が

重
視
し
た
こ
の
「
知
覚
」＝

「
主
観
」＝

「
意
識
」
を
、
い
ま
だ
「
現
実
の
意
識
」
以
前
の
も

の
と
す
る
。

で
は
、「
文
学
の
内
容
」
と
し
て
保
田
が
重
視
し
た
「
現
実
の
意
識
」
と
は
何
か
。
保
田
は

そ
れ
を
「
対
象
の
現
象
の
体
験
」
と
定
位
す
る
。
作
家
は
、「
対
象
」
に
対
す
る
「
知
覚
」＝

「
主
観
」＝

「
意
識
」
を
、「
省
略
と
飛
躍
の
手
法
」
に
よ
っ
て
変
換＝

「
客
観
化
」
し
、
そ

れ
ら
を
「
対
象
」
と
と
も
に
自
ら
の
「
体
験
」
と
し
て
統
一
す
る
。
そ
し
て
、
自
ら
の
「
体
験
」

を
素
材
と
し
て
、「
作
品
」
を
構
成
す
る
の
で
あ
る（
16
）。

七
、「
科
学
と
並
行
す
る
ロ
マ
ン
」

中
河
は
、
保
田
の
こ
の
議
論
を
要
約
し
て
「
作
家
的
主
観
、
作
品
的
客
観
」
と
表
現
し
、
自

身
の
「
ロ
マ
ン
主
義
」
の
「
主
観
を
客
観
に
於
て
統
一
」
す
る
と
い
う
思
考
に
引
き
つ
け
た
。

中
河
の
こ
う
し
た
思
考
の
見
取
り
図
が
正
確
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
ひ
と
ま
ず
お
く
と
し
て

も
、
日
本
浪
曼
派
を
自
称
す
る
以
前
の
駆
け
出
し
の
学
生
評
論
家
で
あ
っ
た
保
田
與
重
郎
の
思

考
を
、「
ロ
マ
ン
主
義
」
と
い
う
枠
組
み
で
い
ち
早
く
捉
え
た
こ
と
は
や
は
り
卓
見
と
す
べ
き

で
あ
る
。

中
河
が
「
ロ
マ
ン
」
と
い
う
言
葉
に
漂
着
す
る
の
は
、
一
九
三
二
年
一
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

吾
々
は
今
あ
ら
ゆ
る
理
論
の
根
拠
と
し
て
科
学
を
持
ち
来
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
を

思
ふ
。
未
知
に
対
す
る
耐
え
ざ
る
追
窮
の
精
神
。（
中
略
）
ロ
マ
ン
と
は
少
女
風
の
物
語

の
意
味
で
は
な
い
。
又
こ
れ
を
従
来
の
ロ
マ
ン
に
し
て
し
ま
え
ば
何
の
意
味
に
も
な
ら
な

い
。
吾
々
は
科
学
と
並
行
す
る
ロ
マ
ン
、
文
芸
復
興
風
を
今
、
文
芸
の
上
に
持
ち
来
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。
／
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
手
紙
を
送
つ
た
ト
ス
カ
ネ
リ
の
学
説
。
ダ

ビ
ン
チ
の
恐
る
べ
き
知
識
、
ガ
リ
レ
イ
の
地
動
説
。
初
め
て
近
世
的
方
法
を
科
学
が
発
見

し
た
の
も
、
文
芸
復
興
で
あ
つ
た
事
を
吾
々
は
知
る
必
要
が
あ
る
。（
中
略
）
吾
々
が
組

織
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
は
経
験
と
経
験
と
の
組
み
合
せ
。
未
知
の
世
界
。
二
つ
の
経

験
。
経
験
の
飛
躍
に
よ
つ
て
束
縛
を
破
る
事
。
新
し
い
ロ
マ
ン
の
世
界
を
希
望
を
以
て
作

る
事
よ
り
残
さ
れ
て
ゐ
な
い
や
う
に
思
ふ
。（「
科
学
と
ロ
マ
ン
」『
読
売
新
聞
』
一
九
三

二
・
一
・
一
二
、
朝
刊
四
面
）

中
河
の
い
う
「
新
し
い
ロ
マ
ン
」
は
、「
従
来
の
ロ
マ
ン
に
し
て
し
ま
え
ば
何
の
意
味
に
も

な
ら
な
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、〈
物
語
〉
や
〈
文
学
〉
と
い
っ
た
既
成
概
念
に
収
ま
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
れ
は
、「
未
知
に
対
す
る
耐
え
ざ
る
追
窮
の
精
神
」と
い
う
一
文
に
集
約
さ
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
「
未
知
」
と
い
う
こ
と
は
、「
悲
劇
（
上
）」
で
議
論
さ
れ
て
い
た
「
生
活
の
真
実
」

に
潜
む
「
わ
か
ら
ぬ
も
の
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

ま
た
こ
こ
で
文
芸
復
興
期
の
ダ
ビ
ン
チ
ら
の
歴
史
上
の
人
物
に
話
が
及
ん
で
い
る
が
、「
悲

劇
（
上
）」
に
続
く
「
悲
劇
（
中
）」（『
読
売
新
聞
』
一
九
三
一
・
一
〇
・
二
八
、
四
面
）
で
も

ダ
ビ
ン
チ
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、「
僕
は
真
実
と
い
ふ
も
の
に
対
す
る
興
味
が
、
如
何
に
真

実
の
人
間
を
動
か
し
て
ゐ
る
か
と
い
う
こ
と
に
驚
嘆
す
る
。
そ
れ
が
芸
術
と
か
科
学
と
か
い
ふ

や
う
な
分
類
に
堪
へ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
分
類
が
無
い
の
で
は
な
い
。
豊
富
な
る
人
々
は

常
に
そ
れ
等
の
分
類
を
何
時
の
間
に
か
飛
び
越
え
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
思
考
方

法
に
於
け
る
彼
等
の
方
向
に
就
い
て
、
自
分
は
考
へ
る
事
が
多
い
」と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、「
真
実
」
を
追
窮
し
よ
う
と
い
う
「
ロ
マ
ン
」
の
精
神
が
駆
動
す
る
と

き
、「
分
類
」
の
垣
根
は
常
に
「
飛
び
越
え
」
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
作
家
が
「
生
活
」
に

潜
む
「
真
実
」
の
追
窮＝

「
未
知
」
の
解
明
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
ま
た
、「
分
類
」
と
「
分

類
」、
あ
る
い
は
「
経
験
と
経
験
」
を
「
飛
び
越
え
」
る
と
い
う
「
思
考
方
法
」
を
実
践
す
る

こ
と
が
有
効
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

雑
誌
『
近
代
生
活
』
が
行
っ
た
座
談
会
「
新
社
会
派
・
新
心
理
派
・
新
ロ
マ
ン
主
義
批
判
」

（『
近
代
生
活
』
一
九
三
二
・
四
）
に
出
席
し
た
中
河
は
、
自
身
が
主
張
す
る
「
科
学
的
ロ
マ

ン
チ
シ
ズ
ム
」
と
い
う
発
想
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
遠
い
も

の
を
非
常
に
接
近
さ
せ
て
考
へ
る
所
に
非
常
に
新
し
い
も
の
が
出
て
来
や
し
な
い
か
と
思
ふ
」

と
い
う
の
で
あ
り
、「
経
験
と
経
験
」
に
は
、
様
々
な
対
極
的
概
念
が
代
入
可
能
だ
と
考
え
て

い
た
よ
う
だ
。
中
河
の
「
ロ
マ
ン
主
義
」
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
佐
々
木
英
夫
が
「
吾
々
は
新

し
く
主
観
と
客
観
の
問
題
を
客
観
に
於
て
統
一
し
、
現
実
と
想
像
の
問
題
を
「
二
つ
の
経
験
の

組
み
合
せ
」
と
い
ふ
創
造
的
態
度
に
於
て
統
一
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
」（「
新
ロ
マ
ン
主
義
再
論
」

『
新
科
学
的
』
一
九
三
二
・
六
、
六
九
〜
七
〇
頁
）
と
要
約
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
既
に
確

認
し
た
よ
う
に
中
河
は
こ
れ
を
追
認
し
て
い
る
（「
空
・
陸
・
海
」『
新
科
学
的
』
一
九
三
二
・

一
〇
）。
だ
が
、「
経
験
と
経
験
」
の
一
翼
に
〈
科
学
知
〉
を
据
え
て
い
た
こ
と
は
、「
吾
々
は

今
あ
ら
ゆ
る
理
論
の
根
拠
と
し
て
科
学
を
持
ち
来
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
を
思
ふ
」
と
い
う

文
言
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「
科
学
と
並
行
す
る
ロ
マ
ン
」
と
は
ゆ
え
に
、「
科
学
」
と
「
ロ
マ
ン
」
と
が
並�

列�

的
に
認

識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

中河與一の科学的ロマン主義 ――雑誌『新科学的』刊行期間中の思考をめぐって
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歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
真
実
」
を
追
窮
し
よ
う
と
い
う
「
ロ
マ
ン
」
の
精
神
が
駆

動
す
る
と
き
、「
経
験
と
経
験
」
を
「
飛
び
越
え
」
る
と
い
う
「
思
考
方
法
」
が
有
効
な
も
の

と
し
て
実
践
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、〈
科
学
知
〉
は
常
に
、
最
も
重
要
な
「
経
験
」
と
し
て

偉
人
た
ち
の
傍
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
中
河
は
、「
科
学
と
並
行
す
る
ロ
マ
ン
」
と
い
う

言
葉
に
託
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
新
科
学
的
』
刊
行
期
間
に
漂
着
し
た
「
科
学
的
ロ
マ
ン
主
義
」
と
い
う
〈
現

実＝

真
実
〉
追
窮
の
精
神
、
あ
る
い
は
、「
経
験
と
経
験
」
と
を
意
識
的
に
超
越
す
る
と
い
う

思
考
方
法
は
、
次
第
に
次
の
よ
う
な
偶
然
論＝

〈
リ
ア
リ
ズ
ム
／
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
〉と
し
て
、

明
確
な
輪
郭
を
持
っ
た
言
説
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

私
は
嘗
て
「
現
代
の
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
真
実
の
も
つ
不
思
議
を
追
及
す
る
こ
と
で
あ
る
」

と
い
つ
た
。
／
だ
が
こ
の
言
葉
は
同
時
に
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
主
張
に
も
変
化
す
る
も
の

で
あ
る
。
／
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
命
題
は
、
不
思
議
を
強
調
す
れ
ば
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
に

な
り
、
真
実
を
強
調
す
れ
ば
リ
ア
リ
ズ
ム
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
も
つ
と
適
切
に
い

へ
ば
、
今
日
で
は
こ
の
二
つ
の
イ
ズ
ム
が
偶
然
論
に
お
い
て
強
力
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。（
中
河「
偶
然
の
毛
毬
」『
東
京
朝
日
新
聞
』一
九
三
五
・

二
・
九
〜
一
一
）

そ
の
あ
た
り
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
は
か
つ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る（
17
）。
本
稿
は
、
形
式

主
義
論
に
行
き
詰
ま
っ
た
中
河
與
一
が
、〈
リ
ア
リ
ズ
ム
／
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
〉
と
い
う
対
極

的
な
「
経
験
」
を
飛
躍
・
接
続
さ
せ
る
こ
と
で
偶
然
論
と
い
う
発
想
に
至
る
、
着
想
段
階
の
思

考
に
迫
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注

（
1
）
こ
の
雑
誌
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
内
で
も
『
新
科
学
的
文
藝
』『
新
科
学
的
』
の

両
方
の
表
記
が
見
ら
れ
る
が
、
中
河
が
、「「
新
科
学
的
」
を
よ
く
「
新
科
学
的
文
藝
」

と
書
い
て
あ
る
。
然
し
あ
れ
は
間
違
ひ
で
本
当
の
名
前
は「
新
科
学
的
」で
あ
る
」（『
新

科
学
的
』
一
九
三
一
・
一
一
、
六
四
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
本
稿
で
も
『
新
科
学
的
』

に
統
一
す
る
。

（
2
）
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
飛
躍
―
中
河
與
一
の
〈
新
科
学
的
〉

と
い
う
発
想
に
つ
い
て
」（『
鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
二
〇
一
六
・
三
）
・
拙
稿
「
中

河
與
一
の
〈
初
期
偶
然
論
〉
に
お
け
る
必
然
論
的
側
面
―
小
説
「
数
式
の
這
入
つ
た
恋

愛
詩
」
の
分
析
を
通
し
て
」（『「
鏡
」
と
し
て
の
透
谷
表
象
の
体
系
／
浪
漫
的
思
考
の

系
譜
』
翰
林
書
房
、
二
〇
一
八
・
一
二
）
を
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
加
藤
夢
三
は
「
超
越
へ
の
回
路
―
横
光
利
一
と
中
河
與
一
の
「
心
理
」
観
」（『
日
本
文

学
』
二
〇
一
九
・
二
）
に
お
い
て
、
稿
者
の
前
掲
論
文
「
中
河
與
一
の
〈
初
期
偶
然
論
〉

に
お
け
る
必
然
論
的
側
面
」
に
お
け
る
「
中
河
の
当
初
の
形
式
主
義
論
は
、
マ
ル
ク
ス

主
義
科
学
を
援
用
し
な
が
ら
必
然
性
・
合
理
性
を
追
求
す
る
機
械
論
的
世
界
観
に
立
脚

す
る
も
の
だ
っ
た
」（
一
三
四
頁
）
と
の
一
節
を
引
き
、「
少
な
く
と
も
一
九
二
九
年
時

点
で
、
中
河
は
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」＝

「
機
械
的
世
界
観
」
と
い
う
図
式
を
明
確
に
否
定

し
て
」（
二
一
頁
）
い
る
と
、
拙
論
に
対
し
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
し
か
し
稿
者

も
、
一
九
二
九
年
三
月
の
石
原
純
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
新
学
説
に
就
い
て
」（『
改

造
』）
を
受
け
、
中
河
は
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」＝

「
機
械
的
世
界
観
」
の
否
定
へ
と
正
反

対
の
方
向
に
舵
を
切
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
稿
者

の
前
掲
論
文「
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
飛
躍
」も
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
同
論
で
は
、

中
河
の
「〈
最
新
の
科
学
知
〉
を
真
理
に
隣
接
す
る
も
の
と
し
て
崇
め
、
知
の
体
系
が

更
新
さ
れ
れ
ば
容
易
に
思
想
を
転
換
さ
せ
る
姿
勢
の
危
う
さ
」（
二
〇
五
頁
）
に
つ
い

て
も
論
じ
た
。

（
4
）
石
川
偉
子
「
中
河
与
一
作
品
年
譜
―
昭
和
四
〜
九
―
」（『
解
釈
』
二
〇
一
〇
・
七
）
を

参
照
し
算
出
し
た
。

（
5
）「
空
・
陸
・
海
」
と
題
す
る
六
号
雑
記
は
無
署
名
だ
が
、
中
河
主
催
の
そ
の
後
の
同
人

雑
誌
『
翰
林
』『
文
藝
世
紀
』
に
同
名
の
六
号
雑
記
欄
が
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
、

及
び
そ
の
内
容
や
文
体
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
中
河
に
よ
る
も
の
と
判
断
し
た
。

（
6
）
こ
こ
で
は
、
山
田
広
昭
が
ま
と
め
た
ロ
マ
ン
主
義
の
基
本
的
な
所
作
に
つ
い
て
の
次
の

よ
う
な
定
義
を
前
提
と
し
て
い
る
。「
一
度
と
し
て
存
在
し
た
た
め
し
が
な
い
も
の（
全

体
性
、
単
一
性
、
純
粋
性
な
ど
）
を
、「
失
わ
れ
た
も
の
」
と
し
て
表
象
す
る
こ
と
。

／
こ
の
「
失
わ
れ
た
も
の
」、
こ
の
根
源
、
こ
の
源
泉
を
、
想
像
的
に
「
回
復
」
す
る

こ
と
、
そ
の
際
、
そ
れ
を
感
覚
的
な
も
の
（
情
動
的
な
も
の
）
へ
の
価
値
の
配
分
、
い

い
か
え
れ
ば
美
的
な
も
の
の
（
再
）
構
築
を
通
じ
て
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
広
義
の
芸
術
を

通
じ
て
「
回
復
」
す
る
こ
と
」（『
三
点
確
保
ロ
マ
ン
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
新

曜
社
、
二
〇
〇
一
・
一
二
、
一
七
八
〜
一
七
九
頁
）。

（
7
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
天
佑
社
版
『
青
巻
』
奥
付
を
参
照
す
る
と
、「
大
正
十
年
十

月
五
日
印
刷
／
大
正
十
年
十
月
十
二
日
発
行
」
と
あ
り
、
中
河
の
主
張
と
は
異
な
る
。

天
佑
社
版
『
青
巻
』
を
所
蔵
し
て
い
る
公
的
機
関
が
少
な
い
た
め
、
大
阪
大
学
附
属
図

書
館
外
国
学
図
書
館
所
蔵
の
天
佑
社
版
『
青
巻
』
し
か
参
照
で
き
て
い
な
い
が
、
奥
付

に
は
、「
大
正
十
年
十
月
五
日
印
刷
／
大
正
十
年
十
月
十
日
発
行
／
大
正
十
年
十
一
月

四
日
十
二
版
」
と
あ
っ
た
。
中
河
の
手
沢
本
は
、
阪
大
所
蔵
の
『
青
巻
』
と
同
じ
版
と

黒 田 俊太郎
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推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
わ
ず
か
一
ヶ
月
弱
で
「
十
二
版
」
ま
で
重
刷
さ
れ
た
と
は
俄

に
は
信
じ
難
い
（
中
河
は
そ
れ
を
信
じ
た
わ
け
だ
が
。
あ
る
い
は
、
中
河
は
刊
期
を
ま

じ
ま
じ
と
は
見
な
か
っ
た
か
）。
ま
た
国
会
所
蔵
『
青
巻
』
の
発
行
日
の
部
分
は
、「
十

二
日
」
と
印
刷
さ
れ
た
紙
片
を
上
か
ら
貼
る
と
い
う
方
法
で
修
正
さ
れ
て
お
り
、
不
自

然
で
あ
る
。
法
律
第
15
号
「
出
版
法
」
第
三
条
の
「
文
書
図
画
ヲ
出
版
ス
ル
ト
キ
ハ
発

行
ノ
日
ヨ
リ
到
達
ス
ヘ
キ
日
数
ヲ
除
キ
三
日
前
に
製
本
二
部
ヲ
添
ヘ
内
務
省
ニ
届
出
ヘ

シ
」
と
の
条
項
に
お
け
る
「
三
日
前
」
の
規
則
を
遵
守
す
る
た
め
の
措
置
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
真
偽
は
不
明
。
阪
大
所
蔵
版
の
刊
期
と
中
河
の
手
沢
本
の
そ
れ
と
が
同
一
で

あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
初
版
は
流
通
し
て
お
ら
ず
流
布
本
は
最
初
か
ら
阪
大
所
蔵
版
の
刊

期
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
が
、
こ
れ
も
真
偽
不
明
で
あ
る
。

（
8
）
こ
う
し
た
中
河
の
主
張
は
、
そ
の
後
の
横
光
利
一
の
「
文
芸
復
興
と
い
ふ
べ
き
こ
と
が

あ
る
も
の
な
ら
、
純
文
芸
に
し
て
通
俗
小
説
、
こ
の
こ
と
以
外
に
、
文
芸
復
興
は
絶
対

マ
マ

に
有
り
得
な
い
（
中
略
）
純
文
学
と
は
遇
然
を
廃
す
る
こ
と
、
今
一
つ
は
、
純
文
学
と

は
通
俗
小
説
の
や
う
に
感
傷
性
の
な
い
こ
と
」（「
純
粋
小
説
論
」『
改
造
』
一
九
三
五
・

四
、
三
〇
二
〜
三
〇
三
頁
）
な
ど
と
す
る
、「
純
文
芸
」「
通
俗
小
説
」「
偶
然
」
を
結

び
つ
け
た
議
論
を
先
取
り
す
る
も
の
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。

（
9
）
中
河
與
一
「
形
式
主
義
並
び
に
そ
の
後
の
流
派
―
最
近
の
文
学
―
」『
教
育
・
国
語
教

育
』
一
九
三
一
・
七
、
一
四
九
頁

（
10
）
倉
西
聡
「
伊
藤
整
に
お
け
る
科
学
へ
の
指
向
―
新
心
理
主
義
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
―
」『
国

文
学
研
究
』
一
九
九
二
・
六
、
九
七
頁

（
11
）
同
前
、
九
八
頁

（
12
）
中
河
與
一
『
天
の
夕
顔
前
後
』
古
川
書
房
、
一
九
八
六
・
六
、
二
五
六
頁

（
13
）
引
用
文
中
の
「
保
田
與
四
郎
」
と
の
誤
記
は
、
印
刷
所
の
ミ
ス
か
、
印
刷
所
の
ミ
ス
の

中
河
の
見
落
と
し
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
保
田
が
当
時
い
か
に
無
名
の
新
人
で

あ
っ
た
か
を
示
す
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。

（
14
）
後
に
保
田
は
、
雑
誌
『
日
本
浪
曼
派
』（
一
九
三
五
・
三
〜
一
九
三
八
・
三
）
を
発
刊

し
て
浪
曼
主
義
を
標
榜
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
中
河
が
保
田
の
評
論
に
言
及
し
た
一
九

三
二
年
一
〇
月
の
段
階
で
は
、
い
ま
だ
理
論
構
築
の
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
保
田
の
初
期
評
論
に
は
「
作
家
に
と
っ
て
の
「
真
実
」
と
は
何
か
。
そ
の

「
真
実
」
は
、
い
か
に
す
れ
ば
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」（
五
味
渕
典
嗣
「
死

に
行
く
者
の
自
意
識
―
保
田
與
重
郎
初
期
批
評
論
」『
岩
波
講
座

文
学
10

政
治
へ

の
挑
戦
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
・
一
〇
、
一
六
二
頁
）
と
い
う
ロ
マ
ン
主
義
的
な
問

題
意
識
が
潜
在
し
て
い
た
と
は
い
え
、
中
河
に
よ
る
ロ
マ
ン
主
義
の
標
榜
は
、
保
田
の

そ
れ
に
先
行
し
て
い
る
。
中
河
か
ら
保
田
へ
と
い
う
ロ
マ
ン
主
義
的
な
思
想
の
系
譜
に

つ
い
て
も
今
後
考
察
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
15
）
前
掲
、
五
味
渕
「
死
に
行
く
者
の
自
意
識
」
一
六
二
頁

（
16
）
こ
の
「
体
験
」
と
い
う
発
想
の
典
拠
は
、
中
野
重
治
「
素
樸
と
い
ふ
こ
と
」（『
新
潮
』

一
九
三
八
・
一
〇
）
で
あ
る
。

私
は
中
野
重
治
氏
の
評
論
中
で
「
素
樸
と
い
ふ
こ
と
」
と
い
ふ
論
文
を
記
憶
し
て

ゐ
る
。
あ
の
文
章
を
私
は
近
頃
の
最
も
壮
大
な
美
し
い
文
字
の
様
に
考
へ
た
。
そ

こ
で
氏
は
肉
体
で
物
語
を
こ
さ
へ
あ
げ
た
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
讃
賞
し
た
。
肉

体
で
物
語
を
こ
さ
へ
る
事
は
終
局
的
に
芸
術
す
る
作
家
の
全
体
験
を
以
て
生
活
の

中
に
、
更
に
生
の
中
に
う
ち
込
む
こ
と
で
あ
る
。（
保
田
「
文
学
と
心
理
学
」）

「
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
理
論
の
批
判
的
継
承
者
と
し
て
登
場
し
た
」（
前
掲
、
五
味

渕
「
死
に
行
く
者
の
自
意
識
」
一
六
〇
頁
）
と
さ
れ
る
保
田
の
姿
勢
が
、
こ
こ
で
も
示

さ
れ
て
い
る
。

（
17
）
拙
稿
「
戦
時
下
日
本
浪
曼
派
言
説
の
横
顔
―
中
河
與
一
の
〈
永
遠
思
想
〉、
変
奏
さ
れ

る
〈
リ
ア
リ
ズ
ム
〉」『「
鏡
」
と
し
て
の
透
谷
表
象
の
体
系
／
浪
漫
的
思
考
の
系
譜
』

翰
林
書
房
、
二
〇
一
八
・
一
二

附
記

本
研
究
はJSPS

科
研
費
21K

00306の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
言
説
の
引
用
に

際
し
、
旧
字
は
適
宜
新
字
に
改
め
、
圏
点
・
ル
ビ
等
は
省
略
し
た
。

中河與一の科学的ロマン主義 ――雑誌『新科学的』刊行期間中の思考をめぐって
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Yoichi Nakagawa’s Scientific Romanticism:
In the Time of the Magazine Shin Kagaku-Teki

[New Scientific] (1930-1933)

KURODA Shuntaro

Shin Kagaku-Teki [New Scientific](1930-1933) is a literary magazine launched by a novelist Yoichi Nakagawa.

Although he did not contribute articles to the magazine, his purpose of launching this magazine was to mature

his literary formalism theory. It is notable that his formalism tries to incorporate scientific ideas such as the

theory of relativity and quantum mechanics. In this paper, I analyzed Nakagawa’s papers published in various

media, such as newspapers and (other) magazines, during the time when the magazine Shin Kagaku-Teki was

being published(around the year of 1930) and examined the idea that Nakagawa called “scientific romanticism,”

which he reached through his discussions of his own literary theory in his papers.

―２１９―


	中河與一の科学的ロマン主義
	一、はじめに―『新科学的』創刊に至る経緯
	二、『新科学的』概要
	三、古典・悲劇・美の回復
	四、「大きい文学」と「長い小説」
	五、〈現実＝真実〉を再現する方法
	六、保田與重郎の新心理主義文学批判
	七、「科学と並行するロマン」
	注
	Abstract

	目次（Contents）



